
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の映像ブロックでなる一連の通常再生映像の中の特定映像ブロックに複数のアング
ル映像が付加されて記録された記録媒体を再生し、通常再生し得ると共に、前記複数のア
ングル映像を任意に選択してアングル再生し得るマルチアングル再生装置において、
　装着された記録媒体に含まれるアングル映像データを表示データとして格納する表示デ
ータ格納手段と、
　前記表示データ格納手段に格納された複数の表示データのそれぞれを１画面内に表示す
る一覧表示手段と、
　前記一覧表示手段によって表示された複数のアングル映像の中から再生を指定するアン
グルを選択する選択手段と、
　前記選択手段によって選択されたアングル映像の再生位置データを格納する再生位置デ
ータ格納手段と、
　前記記録媒体を再生するときに、前記再生位置データ格納手段に格納された再生位置デ
ータに対応して通常再生とアングル再生を自動で行うように制御する再生制御手段とを具
備することを特徴とするマルチアングル再生装置。
【請求項２】
　前記表示データ格納手段は、前記記録媒体に含まれるアングル映像データを信号圧縮し
た状態の表示データとして格納するように構成することを特徴とする請求項１に記載のマ
ルチアングル再生装置。
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【請求項３】
　前記一覧表示手段は、前記表示データ格納手段に格納された複数の表示データの中から
異なるシーンのそれぞれに対応する表示データを１画面内に表示するように構成する請求
項１に記載のマルチアングル再生装置。
【請求項４】
　前記選択手段は、再生画面に重ね併せて設けられたタッチパネルを用いるように構成す
ることを特徴とする請求項１に記載のマルチアングル再生装置。
【請求項５】
　前記再生制御手段は、記録媒体を再生するときに、前記再生位置データ格納手段に格納
された再生位置データに対応して通常再生とアングル再生を自動で行っているときに、ア
ングル映像が再生されるときに前記一覧表示手段

ことを特徴とする請求項１に記載のマルチアングル再生装置。
【請求項６】
　前記表示データ格納手段と、前記一覧表示手段と、前記選択手段と、前記再生位置デー
タ格納手段のそれぞれは、前記記録媒体が排出された後にもデータ保持され、当該記録媒
体が次回に装着されたときにデータ格納を省略し得るように構成することを特徴とする請
求項１に記載のマルチアングル再生装置。
【請求項７】
　前記記録媒体は、ＤＶＤであることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載のマ
ルチアングル再生装置。
【請求項８】
　複数の映像ブロックでなる一連の通常再生映像の中の特定映像ブロックに複数のアング
ル映像が付加されて記録された記録媒体を再生し、通常再生し得ると共に、前記複数のア
ングル映像を任意に選択してアングル再生し得るマルチアングル再生方法において、
　装着された記録媒体に含まれるアングル映像データを表示データとして格納し、前記格
納された複数の表示データのそれぞれを１画面内に一覧表示し、前記一覧表示された複数
のアングル映像の中から再生を指定するアングルを選択し、選択されたアングル映像の再
生位置データを格納し、前記記録媒体を再生するときに前記格納された再生位置データに
対応して通常再生とアングル再生を自動で行うように制御することを特徴とするマルチア
ングル再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、マルチアングル再生装置に関し、特に複数の映像ブロックでなる一連の通常再
生映像の中の特定映像ブロックに複数のアングル映像が付加されて記録された記録媒体記
録ビデオ、例えばＤＶＤビデオを再生し、通常再生し得ると共に、前記複数のアングル映
像を任意に選択してアングル再生し得るマルチアングル再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、マルチアングルに対応したＤＶＤビデオは、通常の再生を行うことができると共
に、この通常再生の途中に同一時間内に進行する映像を最大で９個のアングル映像を記録
することができ、ユーザーが任意に切換えを行うことによって選択された希望の映像を再
生することができる。そして、通常再生中にアングル切換えを行う場合には、マルチアン
グルのあるストリームを再生中にユーザーが再生したいアングル映像をアングル切換え釦
を選択してアングル切換え操作を行っている。
【０００３】
例えば、図６に示すように、通常再生の映像１からマルチアングルブロック２に差し掛か
ったときにアングル切換え操作を行わなかった場合には、アングルＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ
４を再生して映像３を再生する。このために、現在再生している映像と異なったアングル
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映像を再生したい場合には、その都度にアングルＢ１～Ｂ４、Ｃ１～Ｃ４をリモコン装置
を用いて選択指令を与えたり、タッチパネル形式の操作部材を用いて選択指令をすること
によって希望するアングル映像に切り換えることが必要とされる。
【０００４】
このような選択動作を図７に示すフローチャートを用いて説明すると、先ず、ステップＳ
１でＤＶＤビデオの再生が始って通常再生が開始され、マルチアングルブロックに差し掛
かると次のステップＳ２にて、アングル切換え可能な場面であることを示すマークが画面
上に表示される。また、マルチアングル切換操作が可能であるという旨をオンスクリーン
表示する場合には、例えば特開平８－２８７６１３に開示されているものがあり、アング
ル数が変化する時点で画面全体に表示を行い選択後に消去されるものである。
【０００５】
選択画面が表示されると、ステップＳ３に進んでアングル切換えを行うか否かが判定され
、Ｙｅｓの場合にはステップＳ４に進んでリモコンのアングル切換えボタンを押してアン
グル映像を順次に切り換えて再生したいアングルを選択することによって希望のアングル
映像を再生することができる（ステップＳ５）。しかる後、ステップＳ６に進んで再生終
了であるか否かが判定され、Ｎｏの場合にはステップＳ２に戻され以降動作が再実行され
、ステップＳ６でＹｅｓとなったときに一連の再生動作が終了とされる。
【０００６】
また、ステップＳ３による判断でＮｏ、即ち、アングル切換えを行わないと判定された場
合にはステップＳ７に進み、現在再生中のアングル映像がそのまま再生し続けステップＳ
５に進んで所定映像が再生されてステップＳ６に進み、再生終了であるか否かが判定され
、Ｎｏの場合にはステップＳ２に戻され以降動作が再実行され、ステップＳ６でＹｅｓと
なったときに一連の再生動作が終了とされる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
従来のマルチアングル再生装置は、現在再生している映像とは異なったアングル映像を再
生したい場合には、その都度に再生したいアングルに切換える操作が必要とされ操作が繁
雑であると共に、特に映像の場面毎に異なったアングルを再生したい場合には、その場面
毎に切換え操作が必要なために視聴に専念できず使い勝手に問題がある。
【０００８】
また、切換え操作のときには該当するマルチアングルブロックにはどれだけのチャネルが
存在するかを明確に認識することができないと共に、マルチアングルの映像がどのような
画面であるかを知ることができず、実際にアングル再生して見なければ画面確認をするこ
とができないという問題がある。
【０００９】
そこで、本発明の目的は、マルチアングルの映像を切換える際に、簡単な操作によって切
換え設定を行え、しかもその切換えを判断するために実際の画面を確認することができ、
しかも、予め設定したアングル選択の内容で自動的に再生することができるマルチアング
ル再生装置及び再生方法を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するために、本発明によるマルチアングル再生装置及び再生方法は、次に
記載するような特徴的な構成を採用している。
【００１１】
複数の映像ブロックでなる一連の通常再生映像の中の特定映像ブロックに複数のアングル
映像が付加されて記録された記録媒体を再生し、通常再生し得ると共に、前記複数のアン
グル映像を任意に選択してアングル再生し得るマルチアングル再生装置において、
装着された記録媒体に含まれるアングル映像データを表示データとして格納する表示デー
タ格納手段と、
前記表示データ格納手段に格納された複数の表示データのそれぞれを１画面内に表示する
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一覧表示手段と、
前記一覧表示手段によって表示された複数のアングル映像の中から再生を指定するアング
ルを選択する選択手段と、
前記選択手段によって選択されたアングル映像の再生位置データを格納する再生位置デー
タ格納手段と、
前記記録媒体を再生するときに、前記再生位置データ格納手段に格納された再生位置デー
タに対応して通常再生とアングル再生を自動で行うように制御する再生制御手段とを具備
するマルチアングル再生装置。
【００１２】
（２）前記表示データ格納手段は、前記記録媒体に含まれるアングル映像データを信号圧
縮した状態の表示データとして格納するように構成する上記（１）のマルチアングル再生
装置。
【００１３】
（３）前記一覧表示手段は、前記表示データ格納手段に格納された複数の表示データの中
から異なるシーンのそれぞれに対応する表示データを１画面内に表示するように構成する
上記（１）のマルチアングル再生装置。
【００１４】
（４）前記選択手段は、再生画面に重ね併せて設けられたタッチパネルを用いるように構
成する上記（１）のマルチアングル再生装置。
【００１５】
　（５）前記再生制御手段は、記録媒体を再生するときに、前記再生位置データ格納手段
に格納された再生位置データに対応して通常再生とアングル再生を自動で行っているとき
に、アングル映像が再生されるときに前記一覧表示手段

上記（１）のマルチアングル再生装置。
【００１６】
（６）前記表示データ格納手段と、前記一覧表示手段と、前記選択手段と、前記再生位置
データ格納手段のそれぞれは、前記記録媒体が排出された後にもデータ保持され、当該記
録媒体が次回に装着されたときにデータ格納を省略し得るように構成する上記（１）のマ
ルチアングル再生装置。
【００１７】
（７）前記記録媒体は、ＤＶＤである上記（１）乃至（６）のいずれかのマルチアングル
再生装置。
【００１８】
（８）複数の映像ブロックでなる一連の通常再生映像の中の特定映像ブロックに複数のア
ングル映像が付加されて記録された記録媒体を再生し、通常再生し得ると共に、前記複数
のアングル映像を任意に選択してアングル再生し得るマルチアングル再生方法において、
装着された記録媒体に含まれるアングル映像データを表示データとして格納し、前記格納
された複数の表示データのそれぞれを１画面内に一覧表示し、前記一覧表示された複数の
アングル映像の中から再生を指定するアングルを選択し、選択されたアングル映像の再生
位置データを格納し、前記記録媒体を再生するときに前記格納された再生位置データに対
応して通常再生とアングル再生を自動で行うように制御するマルチアングル再生方法。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図１ないし図５を用いて説明する。先ず、第１の実施
の形態について図１ないし図３を用いて説明する。図１に示すようにマルチアングル再生
装置４には、装置全体を複合的に制御するためのＣＰＵ５が設けられ、制御ライン６を介
してディスクコントローラ７とＭＰＥＧデコーダ８が接続され、ＣＰＵ５による制御の基
にディスクＤがディスクコントローラ７によって適正に再生し得るように駆動制御され、
ディスクコントローラ７によって読み取られた光信号がＭＰＥＧデコーダ８によってＭＰ
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により複数のアングル映像を一覧
表示させ、この一覧表示されたアングル映像から前記選択手段により所望のアングル映像
を選択する



ＥＧ変換され、デジタルビデオ信号がビデオエンコーダ１０によってアナログの映像信号
に変換されて画像モニタ１３に供給される。
【００２０】
ＭＰＥＧデコーダ８で得られたデジタルオーディオ信号は、オーディオＤ／Ａ回路１１に
よってＤ／Ａ変換されスピーカ信号にされてスピーカ１２に供給される。このＭＰＥＧデ
コーダ８に接続されたバッファメモリ９は、ディスクＤに記録されているアングル映像を
一時的に格納するビデオメモリである。
【００２１】
また、制御ライン６に接続されたＲＡＭ１４は、マルチアングル再生装置４における動作
のために必要とされるデータを読み書きするためのもので、アングル設定メモリ１５は、
予め設定されるアングル再生の動作指定のデータを格納するものである。
【００２２】
ＣＰＵ５には、画像モニタ１３の表面に密接して設けられたタッチパネル１６が接続され
、アングル選択等の操作指令を与えることができ、ＣＰＵ５に接続されたリモコン受信部
１７によってリモコン装置（図示せず）からの操作指令をマルチアングル再生装置４に対
して与えることができる。
【００２３】
画像モニタ１３に設けたタッチパネル１６を用いてアングル選択を行うための画面は、図
２に示す選択画面１８のように第１ないし第３アングル列１９～２１を有し、この列にそ
れぞれ交差するチャプターＡ，Ｂ，Ｃを有し、該当箇所をタッチすることによって希望す
るアングルの特定を行うことができ、１画面ですべてのアングル表示を行えない場合には
、ページ表示２２と次ページ表示２３を設けることによって多数のアングル映像を表示す
ることができる。
【００２４】
よって、ディスクコントローラ７に装着されたディスクＤに含まれるアングル映像データ
を表示データとして格納する表示データ格納手段がバッファメモリ９によって構成され、
バッファメモリ９に格納された複数の表示データのそれぞれを１画面内に表示する一覧表
示手段が画像モニタ１３によって構成され、この一覧表示手段によって表示された複数の
アングル映像の中から再生を指定するアングルを選択する選択手段がタッチパネル１６に
よって構成され、タッチパネル１６によって選択されたアングル映像の再生位置データを
格納する再生位置データ格納手段がアングル設定メモリ１５によって構成され、ディスク
Ｄを再生するときに、アングル設定メモリ１５に格納された再生位置データに対応して通
常再生とアングル再生を自動で行うように制御する再生制御手段が主としてＣＰＵ５によ
って構成される。
【００２５】
従って、ディスクＤがマルチアングル再生装置４に装着されディスクコントローラ７によ
って適正に信号読取りが行えるように制御されると、図３に示すフローチャートのステッ
プＳ８のようにディスクＤの情報が読み込み開始され、ＣＰＵ５からのディスクコントロ
ーラ７に対して指令を出し、ディスクＤからディスク情報とビデオマネージャ情報（ＶＭ
ＧＩ）内に格納されているアングル情報（ＡＧＬ－Ｎｓ）を読み込む。ディスクＤから読
み出されたアングル情報は、ディスクコントローラ７からＭＰＥＧデコーダ８に転送され
、ＭＰＥＧデコーダ８に接続されているバッファメモリ９内に格納される。
【００２６】
次のステップＳ９で、現在装着されたディスクＤのアングル再生情報と同じデータがアン
グル設定メモリ１５にあるか否かが判断され、アングル設定メモリ１５に現在装着された
ディスクＤと同じアングル情報が格納されていなかった（Ｎｏ）の場合には、次のステッ
プＳ１０に進んで、アングル情報を読み込み次のステップＳ１１に進む。
【００２７】
このステップＳ１１は、マルチアングル再生が可能なディスクＤであるか否かを判定する
もので、Ｙｅｓの場合に次のステップＳ１２に進んで自動アングル切換えの設定をアング

10

20

30

40

50

(5) JP 3765724 B2 2006.4.12



ル設定メモリ１５に対して行うか否かを判定し、Ｙｅｓの場合には次のステップＳ１３で
ディスクＤの１つのタイトル内のすべてのマルチアングルブロックをサーチし、次のステ
ップＳ１４で全てのアングル映像を画像モニタ１３の画面に図２に示す選択画面１８のよ
うに縮小表示する。
【００２８】
次のステップＳ１５にて、選択画面１８の中から再生したいアングル映像を画面から選択
して、即ち、画像モニタ１３の表面に密接して設けられたタッチパネル１６やリモコン装
置（図示せず）からの操作指令をマルチアングル再生装置４に対して与えることによって
アングル設定し、次のステップＳ１６に進んでその終了の有無が判定され、Ｙｅｓ（設定
終了）の場合には、次のステップＳ１７にてアングル再生情報をアングル設定メモリ１５
に格納し、しかる後にステップＳ１８にて設定されたアングル再生が自動的に行われる。
【００２９】
一方、ステップＳ９でＹｅｓ、即ち、現在装着されたディスクＤのアングル再生情報と同
じデータがアングル設定メモリ１５にある場合には、ステップＳ１９に進み、過去に格納
されたデータと同じ設定で再生して良いか否かを判定し、Ｎｏの場合には、前述のステッ
プＳ１０に戻されてそれ以降の動作ステップが再実行され、Ｙｅｓの場合には、ステップ
Ｓ２０に進んでアングル設定メモリ１５から再生するディスクＤのアングル再生情報を読
み込んだ後に、前述のステップＳ１８に進んで設定されたアングル再生が自動的に行われ
、しかる後に動作完了とされる。
【００３０】
従って、従来装置では、モニタ画面にアングルブロックを再生中であることを表示し、ユ
ーザーがリモコン装置などを用いてアングル切換え操作を手動で行っていたが、本形態の
マルチアングル再生装置４は、アングル設定メモリ１５に格納されたアングル情報どおり
に自動的にマルチアングルブロック毎にアングル切換えを行いながらディスクＤの自動再
生を行うことができる。
【００３１】
また、このような自動再生の機能を使用してディスクＤを再生している最中であってもユ
ーザが任意の位置でリモコンもしくはタッチパネル１６から手動でアングル切換えを行う
ことが可能である。この場合、現在再生中のマルチアングルブロック内ではアングル自動
切換え設定がキャンセルされ、手動でのみ再生が続行される。ただし、次のマルチアング
ルブロックに差し掛かったときには、手動切換えモードからからアングル自動切換えモー
ドに戻る。
【００３２】
さらに、アングル自動切換え機能を使用してディスクＤを再生中に任意の位置で当該アン
グル自動切換え機能のオン／オフをすることもでき、オンからオフに切り換えた場合には
、アングル自動切換え機能をオフにする直前のアングルで以降の再生を続行させることが
でき、手動で任意のアングルに切り換えることもできる。
【００３３】
逆に、オフからオンに切換えた場合には、再生中のディスクＤのアングル再生情報がアン
グル設定メモリ１５に既に登録されていれば、強制的にオンとされるがアングル設定メモ
リ１５に登録されていないときにはオンされることがない。
【００３４】
現在再生中のディスクを別のディスクに交換した場合には、再生中ディスクのアングル再
生情報がアングル設定メモリ１５に既に登録されていれば、強制的にオンとされ、ユーザ
ーはアングル再生情報の新たな設定を行うことなく、登録済み情報に基くアングル再生が
行われる。
【００３５】
今まで説明した第１の実施の形態によるマルチアングル再生装置は、マルチアングル映像
が格納されている箇所のみをサーチ対象としているが、早送り又は通常再生によるマルチ
アングル映像のサーチが可能である。この例を第２の実施の形態としてその動作を図４に
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示すフローチャートを用いて説明する。
【００３６】
ディスクＤがマルチアングル再生装置４に装着されディスクコントローラ７によって適正
に信号読取りが行えるように制御されると、先ず、ステップＳ２１のようにディスクＤの
情報が読み込み開始され、ＣＰＵ５からのディスクコントローラ７に対して指令を出し、
ディスクＤからディスク情報とビデオマネージャ情報（ＶＭＧＩ）内に格納されているア
ングル情報（ＡＧＬ－Ｎｓ）を読み込む。ディスクＤから読み出されたアングル情報は、
ディスクコントローラ７からＭＰＥＧデコーダ８に転送され、ＭＰＥＧデコーダ８に接続
されているバッファメモリ９内に格納される。
【００３７】
次のステップＳ２２で、現在装着されたディスクＤのアングル再生情報と同じデータがア
ングル設定メモリ１５にあるか否かが判断され、アングル設定メモリ１５に現在装着され
たディスクＤと同じアングル再生情報が格納されていなかった（Ｎｏ）の場合には、次の
ステップＳ２３に進んで、アングル情報を読み込み次のステップＳ２４に進む。
【００３８】
このステップＳ２４は、マルチアングル再生が可能なディスクＤであるか否かを判定する
もので、Ｙｅｓの場合に次のステップＳ２５に進んで自動アングル切換えの設定をアング
ル設定メモリ１５に対して行うか否かを判定し、Ｙｅｓの場合には次のステップＳ２６で
早送り又は通常再生しながらマルチアングルブロックを探す。この場合の選択画面は、図
５に示すように選択画面２４中に第１ないし第４アングル２５～２８が配置され、その下
部にチャプタ表示２９が配置されているので希望するアングルを容易に選択できる。
【００３９】
この場合、第１ないし第４アングル２５～２８のそれぞれは、ステップＳ２７のように複
数アングルのそれぞれが縮小表示されたものであり、次のステップＳ２８で再生したいア
ングル映像を選択画面２４から選択することができる。そして、次のステップＳ２９に進
んでその終了の有無が判定され、Ｙｅｓ（設定終了）の場合には、次のステップＳ３０に
てアングル再生情報をアングル設定メモリ１５に格納し、しかる後にステップＳ３１にて
設定されたアングル再生が自動的に行われる。このステップＳ２９でＮｏの場合には、前
述ステップＳ２６に戻され以降の動作が再実行される。
【００４０】
一方、ステップＳ２２でＹｅｓ、即ち、現在装着されたディスクＤのアングル再生情報と
同じデータがアングル設定メモリ１５にある場合には、ステップＳ３２に進み、過去に格
納されたデータと同じ設定で再生して良いか否かを判定し、Ｎｏの場合には、前述のステ
ップＳ２３に戻されてそれ以降の動作ステップが再実行され、Ｙｅｓの場合には、ステッ
プＳ３３に進んでアングル設定メモリ１５から再生するディスクＤのアングル再生情報を
読み込んだ後に、前述のステップＳ３２に進んで、設定されたアングル再生が自動的に行
われ、しかる後に動作完了とされる。
【００４１】
従って、従来装置では、モニタ画面にアングルブロックを再生中であることを表示し、ユ
ーザーがリモコン装置などを用いてアングル切換え操作を手動で行っていたが、本形態の
マルチアングル再生装置４は、早送り又は通常再生した状態でアングル選択情報を登録し
、アングル設定メモリ１５に格納されたアングル情報どおりに自動的にマルチアングルブ
ロック毎にアングル切換えを行いながらディスクＤの自動再生を行うことができる。
【００４２】
【発明の効果】
以上の説明で明らかなように、本発明によるマルチアングル再生装置は、現在再生してい
る映像とは異なったアングル映像を再生したい場合に、その都度に再生したいアングルに
切換える操作が不要とされるために視聴に専念でき、使い勝手が向上し、また、切換え操
作のときには該当するマルチアングルブロックにはどれだけのチャネルが存在するかを、
複数アングルの縮小画像を視認した状態で明確に認識することができるのでアングル選択
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を確実に行うことができる。
【００４３】
従って、本発明によれば、マルチアングルの映像を切換える際に、簡単な操作によって切
換え設定を行え、しかもその切換えを判断するために実際の画面を確認することができ、
しかも、予め設定したアングル選択の内容で自動的に再生することができるマルチアング
ル再生装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態によるマルチアングル再生装置の回路構成を示すブロ
ック回路図である。
【図２】図１に示されるマルチアングル再生装置の画像モニタに表示される選択画面を示
す図である。
【図３】図１に示されるマルチアングル再生装置のアングル選択動作を主として説明する
ためのフローチャートである。
【図４】本発明の第２の実施の形態によるマルチアングル再生装置のアングル選択動作を
主として説明するためのフローチャートである。
【図５】本発明の第２の実施の形態によるマルチアングル再生装置の画像モニタに表示さ
れるアングルブロック画面を示す図である。
【図６】マルチアングルブロック内の構成を示す図である。
【図７】図６に示すアングルブロック画面を用いて行われるアングル選択動作を主として
説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
４　　マルチアングル再生装置
５　　ＣＰＵ
６　　制御ライン
７　　ディスクコントローラ
８　　ＭＰＥＧデコーダ
９　　バッファメモリ
１０　ビデオエンコーダ
１１　オーディオＤ／Ａ回路
１２　スピーカ
１３　画像モニタ
１４　ＲＡＭ
１５　アングル設定メモリ
１６　タッチパネル
１７　リモコン受信部
１８　選択画面
１９　第１アングル列
２０　第２アングル列
２１　第３アングル列
２２　ページ表示
２３　次ページ表示
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(10) JP 3765724 B2 2006.4.12



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１１－２０５７１８（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１６３９３３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－０４６３４９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－２６６４３６（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－０２７６３０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N  5/76-5/956

(11) JP 3765724 B2 2006.4.12


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

